



Eye Movements of Official Basketball-Referees





























































































































































カテゴリー カットインプレー スクリーソプレーA スクリーンプレーB
熟練者群　　未熟練者群　　熟練老群　　未熟練者群　　熟練者群　　未熟練者群
①．B．M．
②．0．F．
③．A．0．F．
④D．F．
⑤．A．D．F．
⑥．B．
⑦．S．
26．2
27．7
6．5
16．5
20．4
2．7
36．1
17．6
4．3
12．9
9．0
20．0
24．3
5．1
14，1
13．5
21。0
4．5
17．4
34．9
4．4
10．3
12．3
10．3
18．2
9．7
30．6
11．3
9．0
17．6
14．9
3．2
13．5
31．7
11．6
12．6
12．1
11．1
14．1
7．0
　カットインプレーについてみると，まず，⑥シュート時のボールに対する注視回数は熟
練者では最低であるのに対し未熟練者群では2番目に高い比率を示した。一方⑤その他の
ディフェンスについては熟練者群は高い比率を示したのに対し未熟練者群は低い比率を示
した。また，①ボール保持者や②パスを受ける者に対しては両群とも比較的高い比率で注
視しているが，熟練者群はパスを受けるものに対する比率が最も高く未熟練者群に比べて
も高い値を示した。さらに，スーパーインポーズした画面でのプレーヤーの動きと熟練被
験者の注視点の動きをみると，ボールの動きよりも一瞬早いタイミングでパス方向への注
視点の移動が観察された。
　次にスクリーンA，Bについてみると，ほとんど類似した両群間の違いを示した。すな
わち①ボール保持者に対しては両群とも高比率で注視しているが，カットインプレーと同
様に熟練者群は⑤その他のディフェンスに対して未熟練者群より高い値を示し，⑥シュー
ト時のボールに対しては未熟練者群が高い値を示した。また，⑦スクリーンの接触への注
視では熟練者群が高い比率を示した。
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　以上の注視回数のカテゴリー別比率の結果はその他のディフェンス，シュート時のボー
ル，スクリーンの接触のカテゴリーにおいて両群問の違いを示した。
　考　　　察
　本研究の課題画面で用いたカットインプレー，スクリーンプレーA，Bともごく基本的
な技術であったが，全体的にどのプレー場面においても熟練者と未熟練者の注視点の動き
や位置にかなり明確な相違が得られたと考える。
　水平・垂直方向への注視点移動については，熱練者は水平方向への広がりを，未熟練者
は垂直方向あるいは画面全体への広がりを示した。これはカテゴリー別注視頻度の比率に
おいてもみられるように，熟練者がボール保持者に注目しながらもそれ以外のプレーヤー
の動きを追跡していることを示していると考えられる。また，移動速度については両塁間
の明確な違いはみられなかったことから，目をいかに速く動かすかということよりもどこ
をどのようにみるかということが重要であると思われる。
　さて，どこをどのようにみているのかという点について客観的なデータをとることはき
わめて困難な点が多いが，注視回数や注視時間は外界からの情報収集様式の重要な一側面
を反映していると考えられる。従って，注視回数や時間の差異は獲得情報量の違いを示し
ていると考えられる。本研究の注視回数と注視時間の結果は熟練超群が未熟練者群よりも
注視回数が多く注視時間が短いことを示しており，熟練者は短時間で広範囲あるいは多量
の情報収集を行っていると推測される。このような結果は，種目は異なるが中山（1987）
のサッカーのゴールキーパーの能力上位群と下位群の比較結果や浅井（1989）のフィール
ドプレーヤーの熟練者と未熟練者の比較結果とよく一致している。
　このように，プレー中の審判の注視回数や注視時間といった量的側面はプレーヤーのそ
れとよく類似していることが明らかになったといえよう。そこで質的側面であるプレーの
どういつだところをみているのかを検討した。カットインプレーにおいては6カテゴリー
のうち②パスを受ける者，⑤ボール保持者以外のプレーヤーに対するディフェンス，⑥シ
ュート時のボールについて熟練者と未熟練者間の違いがみられた。熟練者群ではパスを受
けるプレーヤーやボール保持者以外のプレーヤーに対するディフェンスを高い比率で注視
しており，未熟練者群ではボール保持者あるいはシュート時のボールに対して注視点が集
中していた。この結果はスーパーインポーズした画面の分析と併せて考えると，熟練審判
はプレーの先取りをし，違反の生じやすい場面への注視点の移動が生じていると推察され
る。一方，未熟練者はボールの動きに影響される傾向がみられた。プレーヤーの場合はシ
ュートされたボールの追従は必要であるが，本研究のような審判をする場合はシュート
ボールよりもゴール下周辺のプレーヤーを観察する必要があるといえる。次にスクリーン
プレーにおいては7カテゴリーのうち⑤ボール保持者以外のプレーヤーに対するディフェ
ンス，⑥シュート時のボール，⑦スクリーンの接触に対する注視について宰取間の違いが
みられた。熟練者群のスクリーンの接触に対する比較的高い注視比率も，審判にとってボー
ルそのものの動きよりもそれに伴うプレーヤーの動きに注目する必要があることを示して
いると考える。
　以上のような分析から，より適切な審判を行う場合プレーヤーと同様あるいはそれ以上
にプレーの予測ということが重要であると推察される。
　　　　　　　　　　　　　バスケットボールにおける審判の眼球運動　　　　　　　　　　　　　45
　ま　と　め
　本研究はバスケットボールにおける審判技術に大きくかかわっていると考えられる審判
時の注視点の位置，範囲，動きなどを分析することによって，審判が適切な判定を行うた
めの情報収集方略を明らかにしょうとした。その結果は次のようであった。
1）　熟練審判は未熟練審判に比べて注視回数が多く，その注視時間が短い傾向を示した。
2）　熟練審判，未熟練審判とも，注視対象の中心はいずれのプレーにおいてもボール保
　　持者であるが特に未熟練審判はその傾向が強かった。
3）　熟練審判はボール以外の対象へも注視することによって，次に起こるプレーを予測
　　しながら審判を行っていると推察された。
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